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行
為
の
経
験
的
分
析
と
社
会
調
査

ラ
ザ
ス
フ
ェ
ル
ド
の
「
社
会
科
学
」
論
序
説

田

真

司

１

問

題

設

定

ア
メ
リ
カ
の
社
会
学
史
が
語
ら
れ
る
と
き
に
、
パ
ウ
ル
・
ラ
ザ
ス
フ
ェ
ル
ド
の
名
に
言
及
さ
れ
る
こ
と
は
少
な
く
な
い
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
ラ
ザ
ス
フ
ェ
ル
ド
が
ア
メ
リ
カ
社
会
学
に
対
し
て
な
し
た
貢
献
に
つ
い
て
の
議
論
は
、
さ
ほ
ど
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
と
は
言

い
が
た
い
。
し
か
し
、
第
二
次
世
界
大
戦
か
ら
一
九
五
〇
年
代
の
実
証
的
ア
メ
リ
カ
社
会
科
学
の
確
立
期
に
お
い
て
、
ラ
ザ
ス
フ
ェ
ル

ド
が
果
た
し
た
役
割
は
決
し
て
小
さ
な
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
単
に
『
人
々
の
選
択（

T
h
e P

eo
p
le’s C

h
o
ice,

1944）

』
に
代

表
さ
れ
る
実
証
的
な
研
究
の
成
果
が
、
そ
の
分
野
に
お
け
る
研
究
蓄
積
の
第
一
歩
と
し
て
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
か
ら
だ
け
で
は

な
い
。
ま
た
、
そ
こ
で
用
い
ら
れ
た
研
究
手
法
が
、
実
証
主
義
的
な
社
会
科
学
方
法
論
に
革
新
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
、
と

い
う
だ
け
で
も
な
い
。
ラ
ザ
ス
フ
ェ
ル
ド
の
社
会
科
学
の
重
要
な
意
味
は
、
そ
の
研
究
の
組
織
化
の
方
法
、
社
会
科
学
の
制
度
化
の
あ

り
方
に
あ
る
。
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本
稿
で
は
、
相
対
的
に
忘
れ
去
ら
れ
た
戦
後
社
会
科
学
の
巨
人
で
あ
る
ラ
ザ
ス
フ
ェ
ル
ド
の
社
会
学
に
着
目
す
る
こ
と
で
、
第
二
次

世
界
大
戦
を
挟
ん
だ
一
九
三
〇
年
代
の
社
会
科
学
と
一
九
五
〇
年
代
の
社
会
科
学
を
架
橋
す
る
理
念
を
探
求
す
る
。
こ
の
時
期
は
、
第

二
次
世
界
大
戦
ま
で
に
、
連
綿
と
積
み
上
げ
ら
れ
て
き
た
ア
メ
リ
カ
社
会
科
学
の
転
型
期
で
あ
り
、
そ
の
転
型
期
に
あ
っ
て
、
純
粋
な

ア
メ
リ
カ
社
会
科
学
の
外
部
か
ら
「
輸
入
さ
れ
た
」
ラ
ザ
ス
フ
ェ
ル
ド
が
き
わ
め
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
を
論
証
す
る
こ
と

が
、
本
研
究
の
最
終
的
な
目
的
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
前
述
の
よ
う
に
、
ラ
ザ
ス
フ
ェ
ル
ド
研
究
が
必
ず
し
も
充
実
し
て
い
る
と
は
言

い
が

１
）

た
い
状
況
に
あ
る
た
め
、
ラ
ザ
ス
フ
ェ
ル
ド
の
ア
メ
リ
カ
社
会
科
学
史
に
対
す
る
位
置
づ
け
の
再
検
討
は
、
一
朝
一
夕
に
で
き
る

も
の
で
は
な
い
。
本
稿
は
、
あ
く
ま
で
も
そ
う
し
た
研
究
の
第
一
歩
と
し
て
、
問
題
の
所
在
と
そ
の
意
義
に
つ
い
て
の
素
描
を
行
う
も

の
で
あ
る
。

ラ
ザ
ス
フ
ェ
ル
ド
の
社
会
科
学
論
に
つ
い
て
の
検
討
を
始
め
る
前
に
、
ラ
ザ
ス
フ
ェ
ル
ド
自
身
の
生
涯
に
つ
い
て
簡
単
に
ま
と
め
て

お

２
）

こ
う
。
ラ
ザ
ス
フ
ェ
ル
ド
は
、
一
九
〇
一
年
に
ウ
ィ
ー
ン
で
誕
生
し
た
。
父
親
は
法
律
家
、
母
親
は
ア
ド
ラ
ー
派
の
心
理
学
者
で
あ

っ
た
。
ラ
ザ
ス
フ
ェ
ル
ド
家
に
は
、
当
時
の
ウ
ィ
ー
ン
知
識
人
が
多
数
出
入
り
し
て

３
）

い
た
。
政
治
的
に
は
、
両
親
と
も
に
社
会
主
義
者

に
親
近
感
を
抱
い
て
お
り
、
パ
ウ
ル
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
社
会
民
主
党
の
創
設
者
の
一
人
で
あ
っ
た
ヴ
ィ
ク
ト
ル
・
ア
ド
ラ
ー
を
は

じ
め
と
す
る
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
社
会
民
主
主
義
者
と
親
交
の
あ
る
家
庭
で
成
長
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
社
会
民
主
主

義
に
対
す
る
政
治
的
な
関
心
は
、
青
年
期
の
ラ
ザ
ス
フ
ェ
ル
ド
の
経
歴
に
大
き
な
影
を
落
と
す
こ
と
に
な
る
。

一
九
二
五
年
に
相
対
性
理
論
に
よ
る
水
星
の
近
日
点
移
動
に
関
す
る
論
文
で
数
学
に
関
す
る
博
士
号
を
取
得
し
た
ラ
ザ
ス
フ
ェ
ル
ド

は
、
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
の
数
学
お
よ
び
物
理
学
の
教
師
と
な
る
こ
と
を
選
択
す
る
。
数
学
者
あ
る
い
は
理
論
物
理
学
者
と
し
て
将
来
を
嘱

望
さ
れ
て
い
た
ラ
ザ
ス
フ
ェ
ル
ド
が
一
介
の
教
師
と
な
る
こ
と
を
選
択
し
た
背
景
に
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
後
に
成
立
し
た
オ
ー
ス
ト

リ
ア
共
和
国
に
お
け
る
階
級
な
き
社
会
を
実
現
す
る
た
め
に
必
要
な
、
若
者
の
教
育
に
対
す
る
献
身
と
い
う
目
的
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
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後
に
彼
自
身
が
語
っ
て

４
）

い
る
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
人
間
関
係
の
中
で
、
ラ
ザ
ス
フ
ェ
ル
ド
は
、
心
理
学
者
で
あ
る
カ
ー
ル
・
ビ
ュ
ー

ラ
ー
と
シ
ャ
ル
ロ
ッ
テ
・
ビ
ュ
ー
ラ
ー
が
ウ
ィ
ー
ン
大
学
で
開
講
し
て
い
た
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
に
出
席
す
る
こ
と
に
な
る
。
他
方
、
社
会
主

義
者
の
集
会
に
お
け
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
集
計
を
手
伝
っ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
調
査
デ
ー
タ
の
統
計
的
分
析
の
作
業
を
開
始
す

る
こ
と
に
な
り
、
や
が
て
こ
の
両
者
が
結
び
つ
い
て
い
く
。

し
か
し
、
心
理
学
に
お
け
る
統
計
分
析
や
社
会
心
理
学
に
よ
っ
て
大
学
に
職
を
得
る
こ
と
は
、
き
わ
め
て
困
難
で
あ
っ
た
。
そ
の
た

め
、
ラ
ザ
ス
フ
ェ
ル
ド
は
、
企
業
か
ら
資
金
を
集
め
て
市
場
調
査
を
行
う
組
織
で
あ
る
「
経
済
心
理
学
調
査
研
究
所
」（W

irtsch
a
ft-

sp
sy
ch
o
lo
g
ish
e F

o
rsch

u
n
g
stell

）
を
ビ
ュ
ー
ラ
ー
夫
妻
の
協
力
の
下
で
立
ち
上
げ
、
商
業
的
な
社
会
心
理
学
的
調
査
を
行
う
一
方

で
、
学
問
的
な
社
会
調
査
も
実
施
す
る
新
た
な
組
織
形
態
を
実
現
し
た
。
こ
の
研
究
所
で
の
学
術
的
な
成
果
と
し
て
、
成
人
学
校
に
お

け
る
コ
ー
ス
選
択
と
職
業
の
関
係
を
論
じ
た
『
若
者
と
職
業（

Ju
gen

d u
n
d B

eru
f
,
1931）

』、
社
会
学
者
と
し
て
の
ラ
ザ
ス
フ
ェ
ル

ド
の
名
声
を
高
め
る
こ
と
に
寄
与
し
た
『
マ
リ
エ
ン
タ
ー
ル
の
失
業
者
た
ち
』（

D
ie A

rbeitslosen
 
von

 
M
arien

th
al,

1933）

な
ど

が
あ
げ
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
研
究
の
成
果
が
認
め
ら
れ
、
ラ
ザ
ス
フ
ェ
ル
ド
は
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
財
団
の
支
援
を
受
け
て
、
一
九
三
三
年
か
ら
一
九
三

四
年
の
間
、
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
研
究
を
行
う
こ
と
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
最
中
の
一
九
三
四
年
の
い
わ
ゆ
る
二
月
内
乱
の
結

果
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
社
会
民
主
党
が
解
散
さ
せ
ら
れ
る
事
態
と
な
っ
た
。
帰
国
す
れ
ば
、
投
獄
さ
れ
る
危
険
性
が
あ
る
と
考
え
た
ラ
ザ

ス
フ
ェ
ル
ド
は
、
ア
メ
リ
カ
滞
在
を
延
長
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。
ラ
ザ
ス
フ
ェ
ル
ド
は
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
の
社
会
学
者
ロ
バ
ー

ト
・
リ
ン
ド
の
支
援
の
下
、
ニ
ュ
ー
ア
ー
ク
大
学
を
拠
点
と
し
て
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
の
若
年
失
業
者
に
対
す
る
調
査
の
集
計
・
分

析
作
業
、
次
い
で
、
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
に
お
け
る
ラ
ジ
オ
聴
取
に
関
す
る
調
査
の
分
析
作
業
に
従
事
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し

て
、
一
九
三
七
年
に
ラ
ザ
ス
フ
ェ
ル
ド
は
、
こ
の
ラ
ジ
オ
聴
取
の
研
究
ご
と
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
に
移
籍
す
る
こ
と
に
な
る
。
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コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
で
は
、
リ
ン
ド
の
後
任
と
し
て
社
会
学
部
に
ポ
ス
ト
を
得
、
同
時
期
に
着
任
し
た
ロ
バ
ー
ト
・
Ｋ
・
マ
ー
ト
ン
と

と
も
に
、
一
九
七
〇
年
代
ま
で
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
の
社
会
学
を
牽
引
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
こ
の
間
、
ラ
ジ
オ
聴
取
研
究
は
、
応
用

社
会
調
査
研
究
所
（B

u
rea

u
 
o
f A

p
p
lied

 
S
o
cia
l R

esea
rch

）
と
名
前
を
変
え
て
、
第
二
次
世
界
大
戦
の
戦
時
協
力
の
一
端
を
担

う
と
と
も
に
、
ラ
ザ
ス
フ
ェ
ル
ド
の
活
動
拠
点
と
し
て
戦
後
も
重
要
な
役
割
を
担
う
こ
と
と
な
っ
た
。

ア
メ
リ
カ
移
住
後
の
ラ
ザ
ス
フ
ェ
ル
ド
の
研
究
領
域
は
、
大
ま
か
に
い
っ
て
三
つ
の
も
の
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
ず
第
一

に
、
経
験
的
な
研
究
で
あ
る
。
主
要
な
研
究
成
果
と
し
て
は
、
ラ
ジ
オ
聴
取
に
関
わ
る
研
究
、
投
票
行
動
の
分
析
、
そ
し
て
消
費
者
行

動
論
が
あ
げ
ら

５
）

れ
る
。
ラ
ザ
ス
フ
ェ
ル
ド
の
経
験
的
な
研
究
は
、
特
定
の
テ
ー
マ
に
対
す
る
関
心
と
い
う
よ
り
は
、
人
々
の
心
理
的
な

決
定
の
プ
ロ
セ
ス
の
解
明
と
い
う
点
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
共
通
の
特
色
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
研
究
は
、
心
理
的
な
決

定
要
因
の
分
析
を
テ
ー
マ
を
変
え
て
行
っ
た
も
の
と
み
る
こ
と
も
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
第
二
に
、
こ
う
し
た
実
証
研
究
を
支
え
る
方
法

論
の
精
緻
化
で
あ
る
。
ラ
ザ
ス
フ
ェ
ル
ド
編
集
の
『
社
会
科
学
に
お
け
る
数
学
的
思
考
』（

M
ath
em
atical

 
T
h
in
kin

g
 
in
 
th
e

 
S
ocial

 
S
cien

ces
,
1954）

や
モ
ー
リ
ス
・
ロ
ー
ゼ
ン
ベ
ル
ク
と
の
共
著
『
社
会
調
査
の
言
語
』（

T
h
e
 
L
an
gu
age

 
of
 
S
ocial

 
R
esearch

,
1957）

、
レ
イ
モ
ン
・
ブ
ー
ド
ン
と
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
シ
ャ
ツ
ェ
ル
と
の
共
編
著
『
社
会
学
の
方
法
』（

M
eth
od
es
 
d
e
 
la

 
S
ociology

,
3
V
o
ls,

1965-70）

に
代
表
さ
れ
る
方
法
論
の
彫
琢
は
、
特
定
の
テ
ー
マ
を
超
え
た
実
証
主
義
的
社
会
科
学
の
旗
手
と
し

て
の
ラ
ザ
ス
フ
ェ
ル
ド
の
影
響
力
を
確
立
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
第
三
に
、
社
会
学
の
応
用
を
め
ぐ
る
検
討
が
あ
る
。
一
九
六
二
年
の

ア
メ
リ
カ
社
会
学
会
会
長
演
説
「
経
験
的
社
会
調
査
の
社
会
学
」（“T

h
e S

o
cio
lo
g
y
 
o
f E

m
p
irica

l S
o
cia
l R

esea
rch

”

）
を
始

め
、
一
九
六
七
年
の
編
著
「
社
会
学
の
利
用
」（T

h
e U

ses of S
ociology

）
に
収
め
ら
れ
た
諸
論
考
は
応
用
社
会
学
と
理
論
社
会
学

の
境
界
を
明
示
し
、
応
用
社
会
学
の
可
能
性
を
提
示
す
る
重
要
な
著
作
で
あ
る
。

以
下
で
は
、
こ
れ
ら
の
ラ
ザ
ス
フ
ェ
ル
ド
の
膨
大
な
学
問
的
業
績
を
貫
く
問
題
関
心
を
簡
単
に
整
理
す
る
。
次
い
で
、
ラ
ザ
ス
フ
ェ

4國學院法學第52巻第2号 (2014)



ル
ド
研
究
の
大
き
な
テ
ー
マ
の
一
つ
で
あ
る
ウ
ィ
ー
ン
時
代
の
ラ
ザ
ス
フ
ェ
ル
ド
と
ア
メ
リ
カ
時
代
と
の
関
係
に
つ
い
て
論
じ
る
。
最

後
に
、
ア
メ
リ
カ
社
会
科
学
史
と
い
う
文
脈
の
中
に
ラ
ザ
ス
フ
ェ
ル
ド
を
位
置
づ
け
直
し
た
際
に
明
ら
か
に
な
る
諸
テ
ー
マ
に
つ
い
て

概
説
し
、
ア
メ
リ
カ
社
会
科
学
史
論
と
し
て
の
ラ
ザ
ス
フ
ェ
ル
ド
研
究
の
意
味
を
素
描
し
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

２

ラ
ザ
ス
フ
ェ
ル
ド
の
関
心

上
述
し
た
よ
う
に
、
ラ
ザ
ス
フ
ェ
ル
ド
の
研
究
関
心
は
、
経
験
的
研
究
に
と
ど
ま
ら
ず
、
方
法
論
や
社
会
科
学
的
知
識
の
応
用
に
ま

で
渡
っ
て
い
る
。
以
下
で
は
、
こ
れ
ら
の
ラ
ザ
ス
フ
ェ
ル
ド
の
研
究
関
心
に
つ
い
て
概
観
を
行
っ
て
お
き
た
い
。

ラ
ザ
ス
フ
ェ
ル
ド
の
関
心
の
中
心
に
あ
っ
た
の
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
経
験
的
社
会
調
査
で
あ
る
。
明
確
な
方
法
に
基
づ
く
社
会
調

査
に
よ
る
正
確
な
デ
ー
タ
の
収
集
と
、
推
測
統
計
的
な
手
法
を
援
用
し
た
そ
の
分
析
が
、
経
験
的
社
会
調
査
の
中
核
で
あ
る
。
少
な
く

と
も
、
一
九
四
〇
年
代
か
ら
五
〇
年
代
に
か
け
て
、
こ
う
し
た
経
験
的
社
会
調
査
の
た
め
の
デ
ー
タ
収
集
と
分
析
の
た
め
の
手
法
の
開

拓
の
最
前
線
に
ラ
ザ
ス
フ
ェ
ル
ド
は
い
た
の
で
あ
る
。

ラ
ザ
ス
フ
ェ
ル
ド
が
、
そ
う
し
た
デ
ー
タ
の
収
集
と
分
析
の
た
め
に
創
り
出
し
た
技
法
を
逐
一
解
説
は
し
な
い
。
ラ
ザ
ス
フ
ェ
ル
ド

の
高
弟
の
一
人
で
あ
る
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
Ｓ
・
コ
ー
ル
マ
ン
は
、
ラ
ザ
ス
フ
ェ
ル
ド
の
技
法
上
の
功
績
を
六
つ
の
も
の
に
ま
と
め
て
い

る
。
す
な
わ
ち
、
⑴
世
論
調
査
を
、
サ
ン
プ
ル
調
査
に
基
づ
い
て
個
人
の
行
動
に
影
響
を
与
え
る
因
果
的
要
因
の
推
測
を
行
う
も
の
に

変
え
た
こ
と
、
⑵
同
一
の
サ
ン
プ
ル
に
対
し
て
複
数
回
の
調
査
を
行
う
パ
ネ
ル
調
査
手
法
の
開
発
、
⑶
聴
取
分
析
・
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
分

析
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
分
析
の
体
系
的
な
実
施
に
よ
っ
て
、
一
九
三
〇
年
代
か
ら
四
〇
年
代
に
お
け
る
社
会
調
査
の
発
展
を
牽
引
し
た
こ

と
、
⑷
サ
ン
ダ
ス
キ
ー
研
究
お
よ
び
エ
ル
ミ
ラ
研
究
で
、
従
来
の
選
挙
（
結
果
）
分
析
に
替
わ
る
投
票
行
動
分
析
の
手
法
を
開
拓
し
た
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こ
と
、
⑸
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
で
の
講
義
お
よ
び
講
演
に
よ
っ
て
、
現
代
的
な
数
理
社
会
学
を
開
拓
し
た
こ
と
、
⑹
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
応

用
社
会
調
査
研
究
所
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
、
大
学
に
基
盤
を
お
く
大
規
模
調
査
組
織
の
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
を
作
り
出
し
た
こ
と
、
で

６
）

あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
同
じ
く
ラ
ザ
ス
フ
ェ
ル
ド
の
影
響
を
強
く
受
け
た
フ
ラ
ン
ス
の
社
会
学
者
レ
イ
モ
ン
・
ブ
ー
ド
ン
は
、
ラ
ザ
ス
フ

ェ
ル
ド
の
選
集
の
序
文
に
お
い
て
、
そ
の
理
論
的
関
心
を
、
行
為
（a

ctio
n

）
の
分
析
、
経
験
的
社
会
調
査
、
方
法
論
、
社
会
学
の
応

用
、
研
究
の
組
織
化
、
経
験
的
社
会
学
の
歴
史
、
に
分
類
し
た
上
で
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
詳
細
な
分
析
を
加
え
て

７
）

い
る
。
こ
の
う

ち
、
行
為
の
分
析
と
経
験
的
社
会
学
の
歴
史
に
つ
い
て
の
関
心
は
、
密
接
に
関
連
し
て
お
り
、
ラ
ザ
ス
フ
ェ
ル
ド
の
社
会
学
を
理
解
す

る
上
で
き
わ
め
て
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
の
で
、
次
節
で
改
め
て
検
討
す
る
こ
と
に
し
て
、
こ
こ
で
は
、
そ
れ
以
外
の
も
の
に
つ

い
て
簡
単
に
触
れ
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

ま
ず
、
経
験
的
社
会
調
査
に
つ
い
て
で
あ
る
。
経
験
的
デ
ー
タ
を
用
い
た
社
会
分
析
は
、
ラ
ザ
ス
フ
ェ
ル
ド
以
前
に
も
存
在
し
て
い

る
。
そ
れ
ら
と
の
違
い
は
、
ブ
ー
ド
ン
に
よ
れ
ば
、
第
一
に
ラ
ザ
ス
フ
ェ
ル
ド
以
前
の
経
験
的
研
究
が
、
社
会
状
況
の
記
述
を
主
た
る

目
的
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
現
に
起
こ
っ
て
い
る
事
実
を
明
ら
か
に
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
ラ
ザ
ス
フ
ェ
ル
ド

の
経
験
的
社
会
調
査
は
、
各
個
人
の
行
為
の
理
由
を
解
明
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
心
理
的
な
原
因
か
ら
行
為
に
至
る
因
果
的
な

過
程
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
点
に
あ
る
。
も
う
一
つ
の
違
い
は
、
そ
れ
以
前
の
経
験
的
な
調
査
の
多
く
が
公
的
な
統
計
デ
ー
タ

や
記
録
に
依
拠
し
て
い
た
の
に
対
し
て
、
ラ
ザ
ス
フ
ェ
ル
ド
は
社
会
学
的
な
問
い
に
答
え
う
る
よ
う
な
形
で
、
調
査
そ
の
も
の
を
設
計

し
、
デ
ー
タ
収
集
す
る
こ
と
に
重
点
を
置
い
た
こ
と
で
あ
る
。

次
に
、
方
法
論
に
対
す
る
関
心
で
あ
る
。
ブ
ー
ド
ン
は
、
ラ
ザ
ス
フ
ェ
ル
ド
が
「
方
法
論
」（m

eth
o
d
o
lo
g
y

）
と
呼
ぶ
も
の
と

「
技
法
」（tech

n
ich
s

）
と
呼
ぶ
も
の
の
区
別
を
強
調
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。「
技
法
」
は
、
経
験
的
研
究
の
際
に
社
会
学
者
に
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よ
っ
て
用
い
ら
れ
る
分
析
の
具
体
的
手
法
の
こ
と
で
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
統
計
的
な
手
法
や
ア
ン
ケ
ー
ト
に
お
け
る
質
問
の
さ
ま
ざ
ま

な
工
夫
な
ど
が
含
ま
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、「
方
法
論
」
と
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
ラ
ザ
ス
フ
ェ
ル
ド
は
、
そ
れ
を

文
芸
や
音
楽
の
批
判
的
理
解
と
同
類
の
も
の
と
し
て
説
明
し
て
い
る
。
批
判
的
理
解
と
は
、
あ
る
言
葉
の
意
味
に
関
す
る
常
識
的
な
理

解
を
疑
問
に
付
し
、
他
の
理
解
の
可
能
性
を
考
察
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
新
し
い
理
論
の
可
能
性
を
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
ラ
ザ
ス
フ
ェ
ル
ド
が
「
技
法
」
の
レ
ベ
ル
で
強
調
す
る
「
原
因
」
を
問
う
技
法
と
は
、「
原
因
」
と
い
う
言
葉
の
持
つ
多
義
性
を

解
明
し
よ
う
と
す
る
試
み
な
の
で
あ
る
。
他
方
、
例
え
ば
統
計
的
な
「
技
法
」
に
関
す
る
「
方
法
論
」
と
は
、
そ
う
し
た
技
法
が
持
っ

て
い
る
正
当
性
の
根
拠
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
根
拠
を
体
系
化
し
、
明
確
化
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
れ
は
、
数
学

的
な
根
拠
付
け
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
い
。

で
は
、
芸
術
に
関
す
る
批
判
的
理
解
と
方
法
論
は
、
ど
の
よ
う
な
点
で
類
似
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
ラ
ザ
ス
フ
ェ
ル
ド
に
よ
れ

ば
、
芸
術
批
評
と
は
、
あ
る
絵
画
や
音
楽
が
「
偉
大
な
も
の
」
と
と
ら
え
ら
れ
る
理
由
を
説
明
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
批
評
対

象
と
間
主
観
的
な
美
学
的
感
覚
と
の
関
係
を
議
論
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
優
れ
た
芸
術
作
品
を
作
成
す
る
技
術
を
教

え
る
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
社
会
理
論
に
お
け
る
方
法
論
の
意
味
も
ま
た
同
じ
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
対
象
と
な
る
研
究
が
、
研
究

の
説
得
性
の
感
覚
や
検
証
さ
れ
て
い
る
と
い
う
感
覚
と
ど
の
よ
う
に
関
連
し
て
い
る
か
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
な
の
で
あ
る
。
ラ
ザ
ス

フ
ェ
ル
ド
は
、
こ
う
し
た
方
法
論
の
意
味
を
次
の
よ
う
な
形
で
定
式
化
し
て
い
る
。「
社
会
学
者
は
、
社
会
に
お
け
る
人
間
を
研
究
す

る
。
方
法
論
者
は
、
研
究
を
し
て
い
る
社
会
学
者
を
研
究
す
る
。」（

T
h
e so

cio
lo
g
ist stu

d
ies m

a
n
 
in
 
so
ciety

:
T
h
e
 
m
eth

-

o
d
o
lo
g
ist stu

d
ies th

e so
cio
lo
g
ist a

t

８
）

w
o
rk
. ）

そ
れ
ゆ
え
、
ラ
ザ
ス
フ
ェ
ル
ド
に
と
っ
て
、
方
法
論
と
は
、
あ
る
単
一
の
技
法
を
機
械
的
に
当
て
は
め
る
と
い
っ
た
類
い
の
も
の
で

は
な
い
。
む
し
ろ
、
複
数
の
可
能
か
つ
妥
当
な
因
果
的
解
釈
を
提
示
し
た
上
で
、
そ
う
し
た
因
果
的
解
釈
の
間
の
優
劣
を
決
定
す
る
こ
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と
が
必
要
と
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
収
集
さ
れ
た
デ
ー
タ
の
間
に
統
計
的
に
有
意
な
相
関
関
係
が
な
い
と
し
て
も
、
そ
の
こ
と

を
も
っ
て
そ
の
研
究
が
無
意
味
で
あ
る
と
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
相
関
関
係
の
不
在
は
、
逸
脱
事
例
の
重
要
性
を
示
し
て
い

る
の
で
あ
り
、
そ
う
し
た
事
例
の
分
析
に
よ
っ
て
、
新
た
な
解
釈
枠
組
み
の
可
能
性
が
開
か
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
方
法
論
に
つ
い
て
の
理
解
は
、
数
量
的
方
法
に
の
み
適
用
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
質
的
分
析
に
お
い
て
も
ま
た
同
様
で

あ
る
。
例
え
ば
、
二
分
法
の
組
み
合
わ
せ
と
し
て
の
類
型
論
は
、
ラ
ザ
ス
フ
ェ
ル
ド
に
と
っ
て
も
重
要
な
意
味
を
持
つ
も
の
で
あ
り
、

数
量
的
な
分
析
と
同
様
に
、
妥
当
な
因
果
的
推
論
を
導
き
う
る
も
の
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、「
二
分
法
体
系
の
代
数
学
」
や
「
社
会
調

査
に
お
け
る
質
的
分
析
の
機
能
」
に
お
け
る
分
析
は
、
そ
の
一
例
で
あ
る
。

こ
う
し
た
ラ
ザ
ス
フ
ェ
ル
ド
の
方
法
論
に
つ
い
て
の
考
え
方
の
背
景
を
な
す
も
の
は
、
直
接
的
に
観
察
可
能
で
は
な
い
潜
在
的
な
構

造
を
い
か
に
し
て
析
出
す
る
か
と
い
う
関
心
で
あ
る
。
数
量
分
析
に
お
い
て
は
、
文
字
通
り
潜
在
構
造
分
析
と
し
て
定
式
化
さ
れ
る
方

法
の
背
景
に
あ
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
類
型
学
的
な
分
析
に
お
い
て
導
き
出
さ
れ
る
も
の
も
、
複
数
の
質
的
な
変
数
の
組
み
合
わ
せ

と
し
て
の
、
不
可
視
の
構
造
で
あ
る
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
ラ
ザ
ス
フ
ェ
ル
ド
の
方
法
論
の
目
標
は
、
量
的
・
質
的
双
方
の
経
験
的

方
法
を
組
み
合
わ
せ
な
が
ら
、
社
会
的
な
行
為
の
背
景
に
あ
る
不
可
視
な
因
果
的
な
構
造
を
探
り
当
て
る
こ
と
に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と

が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

第
三
に
、
社
会
学
的
知
識
の
応
用
で
あ
る
。
ラ
ザ
ス
フ
ェ
ル
ド
は
、
政
治
的
行
動
と
社
会
学
が
直
結
す
る
も
の
と
は
考
え
て
い
な
か

っ
た
。
例
え
ば
、
ラ
ザ
ス
フ
ェ
ル
ド
は
投
票
行
動
の
分
析
に
取
り
組
ん
だ
け
れ
ど
も
、
そ
の
分
析
に
基
づ
い
て
、
選
挙
結
果
を
予
測
す

る
こ
と
に
関
し
て
は
ほ
と
ん
ど
関
心
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
。
ラ
ザ
ス
フ
ェ
ル
ド
が
、
社
会
科
学
の
「
利
用
」
と
い
う
言
葉
で
示
し
て

い
た
の
は
、
む
し
ろ
常
識
に
対
す
る
批
判
的
な
機
能
で
あ
る
と
、
ブ
ー
ド
ン
は
指
摘
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
ラ
ザ
ス
フ
ェ
ル
ド
の
ラ
ジ

オ
聴
取
の
分
析
が
示
し
て
い
る
の
は
、
メ
デ
ィ
ア
が
世
論
や
消
費
行
動
に
対
し
て
強
い
影
響
力
を
有
し
て
い
る
と
い
う
常
識
と
は
異
な
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っ
て
、
そ
の
影
響
は
限
定
的
な
も
の
で
あ
り
、
身
近
と
感
じ
ら
れ
る
も
の
に
し
か
耳
を
傾
け
な
い
、
と
い
う
事
実
で
あ
っ
た
。
投
票
行

動
に
お
け
る
分
析
で
も
、
ラ
ザ
ス
フ
ェ
ル
ド
の
分
析
が
示
し
て
い
る
の
は
、
メ
デ
ィ
ア
な
ど
よ
り
も
、
人
的
な
相
互
作
用
の
方
が
決
定

過
程
に
お
い
て
遙
か
に
大
き
な
影
響
力
を
有
し
て
い
る
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
社
会
学
の
「
利
用
」
の
第
一
の
面
は
、
常
識

に
よ
る
歪
み
を
正
す
こ
と
な
の
で
あ
る
。

第
四
に
、
新
た
な
研
究
の
組
織
化
に
対
す
る
貢
献
で
あ
る
。
上
述
の
よ
う
に
、
ラ
ザ
ス
フ
ェ
ル
ド
は
、
ウ
ィ
ー
ン
時
代
に
経
済
心
理

学
調
査
研
究
所
を
立
ち
上
げ
た
こ
と
に
始
ま
り
、
渡
米
後
の
ニ
ュ
ー
ア
ー
ク
大
学
で
も
同
様
の
研
究
所
を
作
り
、
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学

で
の
ラ
ジ
オ
聴
取
の
研
究
所
を
経
て
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
で
応
用
社
会
調
査
研
究
所
（B

u
rea

u o
f A

p
p
lied R

esea
rch

）
を
立
ち
上

げ
る
。
こ
れ
ら
の
研
究
所
は
、
い
ず
れ
も
大
学
と
密
接
な
関
係
を
持
ち
な
が
ら
、
し
か
し
、
大
学
外
部
の
財
団
・
企
業
・
労
働
組
合
・

政
府
な
ど
の
資
金
に
よ
っ
て
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
制
度
形
態
そ
の
も
の
は
一
九
二
〇

年
代
か
ら
存
在
し
て
い
る
。
ラ
ザ
ス
フ
ェ
ル
ド
が
立
ち
上
げ
た
組
織
と
そ
れ
以
前
の
組
織
と
の
大
き
な
違
い
は
、
後
者
が
個
別
の
研
究

者
の
寄
せ
集
め
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
並
立
的
な
共
同
研
究
と
い
う
形
を

９
）

取
る
の
に
対
し
て
、
前
者
が
、「
研
究
管
理
者
」（m

a
n
a
g
e-

ria
l R

esea
rch

er

）
の
指
揮
の
下
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
の
専
門
家
に
明
確
な
役
割
が
割
り
当
て
ら
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
大
規
模
な
調

査
研
究
が
組
織
的
に
行
わ
れ
る
点
に
あ
る
。
こ
う
し
た
組
織
形
態
は
、
そ
の
後
の
大
学
附
設
の
さ
ま
ざ
ま
な
研
究
所
あ
る
い
は
シ
ン
ク

タ
ン
ク
に
お
け
る
研
究
の
原
型
と
な
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
組
織
モ
デ
ル
を
作
り
出
し
た
と
い
う
意
味
で
、
ラ
ザ
ス
フ
ェ
ル
ド
の
貢
献

は
非
常
に
大

10
）

き
い
。
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３

ウ
ィ
ー
ン
と
ア
メ
リ
カ
の
間

上
述
し
た
よ
う
に
、
ラ
ザ
ス
フ
ェ
ル
ド
は
、
い
わ
ゆ
る
亡
命
知
識
人
と
し
て
の
側
面
も
持
っ
て
お
り
、
実
際
亡
命
当
初
は
、N

ew
 

S
ch
o
o
l fo

r S
o
cia
l S
cien

ce

と
も
密
接
な
関
係
を
保
っ
て

11
）

い
た
。
も
っ
と
も
、
ラ
ザ
ス
フ
ェ
ル
ド
は
、
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
財
団
の
資

金
に
よ
っ
て
ア
メ
リ
カ
で
研
究
を
始
め
て
す
ぐ
に
亡
命
す
る
こ
と
を
決
意
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
多
く
の
資
料
が
示
唆
す
る
よ
う
に
一

九
三
五
年
ま
で
は
、
ラ
ザ
ス
フ
ェ
ル
ド
は
ウ
ィ
ー
ン
に
帰
る
方
策
を
検
討
し
て
い
た
も
の
と
思
わ

12
）

れ
る
。

同
時
代
の
亡
命
知
識
人
た
ち
の
多
く
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
ア
メ
リ
カ
の
学
問
観
や
そ
れ
を
め
ぐ
る
環
境
の
違
い

は
、
彼
ら
が
ア
メ
リ
カ
に
適
応
し
て
い
く
上
で
、
大
き
な
問
題
と
な
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
う
し
た
適
応
の
違
い
が
、
そ
の
後
の
亡
命
知

識
人
た
ち
の
足
跡
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

ラ
ザ
ス
フ
ェ
ル
ド
の
場
合
も
、
同
様
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
で
比
較
的
順
調
に
適
応
す
る
こ
と
が
で
き
た
よ
う
に
見
え
る
ラ
ザ
ス
フ
ェ

ル
ド
の
場
合
に
も
、
亡
命
前
後
に
お
い
て
理
論
的
な
転
換
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
、
そ
し
て
、
そ
れ
を
ど
の
程
度
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
社

会
学
な
い
し
社
会
科
学
の
状
況
の
影
響
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
と
い
う
問
題
は
、
重
要
で
あ
る
。
こ
の
点
に
関
し

て
、
対
照
的
な
考
え
方
を
提
示
し
て
い
る
の
が
、
前
述
し
た
ブ
ー
ド
ン
と
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
フ
レ
ッ
ク
で
あ
る
。
ブ
ー
ド
ン
は
、
ラ

ザ
ス
フ
ェ
ル
ド
が
ウ
ィ
ー
ン
時
代
に
触
れ
た
知
的
潮
流
に
触
れ
た
上
で
、
ウ
ェ
ー
バ
ー
や
ジ
ン
メ
ル
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
理
解
社
会
学

と
ウ
ィ
ー
ン
時
代
の
ラ
ザ
ス
フ
ェ
ル
ド
の
親
近
性
を
論
じ
た
上
で
、
経
験
的
社
会
調
査
（E

m
p
irica

l S
o
cia
l R

esea
rch

）
と
い
う

ア
メ
リ
カ
時
代
の
ラ
ザ
ス
フ
ェ
ル
ド
の
社
会
科
学
方
法
論
の
中
心
を
な
す
概
念
と
の
間
の
連
続
性
を
強
調
し
、「
行
為
の
分
析
」
と
い

う
意
味
で
ラ
ザ
ス
フ
ェ
ル
ド
の
関
心
は
通
底
し
て
い
た
と
し
て

13
）

い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
フ
レ
ッ
ク
は
同
じ
く
ウ
ィ
ー
ン
時
代
の
ラ
ザ
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ス
フ
ェ
ル
ド
の
方
法
論
の
分
析
を
前
提
と
し
つ
つ
、
ラ
ザ
ス
フ
ェ
ル
ド
が
ア
メ
リ
カ
へ
の
亡
命
を
決
意
し
た
一
九
三
五
年
を
挟
む
一
九

三
三
年
か
ら
一
九
三
七
年
の
時
期
に
、
ラ
ザ
ス
フ
ェ
ル
ド
の
社
会
科
学
論
の
大
き
な
転
換
を
見
て
い
る
。
以
下
で
は
、
両
者
の
議
論
を

整
理
し
つ
つ
、
対
立
の
根
源
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
を
検
討
し
て
み
た
い
。

ブ
ー
ド
ン
は
、
ウ
ィ
ー
ン
時
代
を
回
顧
し
た
ラ
ザ
ス
フ
ェ
ル
ド
の

14
）

論
文
を
引
き
つ
つ
、
ウ
ィ
ー
ン
時
代
の
ラ
ザ
ス
フ
ェ
ル
ド
が
「
行

為
の
経
験
的
研
究（

E
m
p
irica

l S
tu
d
y o

f A
ctio

n
）

」
の
形
成
過
程
と
そ
の
主
要
な
論
敵
と
な
っ
た
知
的
潮
流
を
整
理
し
て
い
る
。

上
述
の
よ
う
に
、
ラ
ザ
ス
フ
ェ
ル
ド
は
、
ウ
ィ
ー
ン
大
学
に
お
け
る
ビ
ュ
ー
ラ
ー
夫
妻
の
元
で
の
社
会
心
理
学
的
調
査
か
ら
、
そ
の
社

会
科
学
者
と
し
て
の
経
歴
を
出
発
さ
せ
て
い
る
。
ラ
ザ
ス
フ
ェ
ル
ド
の
社
会
科
学
的
関
心
の
出
発
点
は
、
意
思
決
定
過
程
に
お
け
る
心

理
的
要
因
の
分
析
に
あ
る
。
し
か
し
、
ラ
ザ
ス
フ
ェ
ル
ド
は
、
当
時
の
心
理
学
の
主
流
の
一
つ
で
あ
っ
た
行
動
主
義
心
理
学
に
対
し

て
、
批
判
的
で
あ
っ
た
。
心
理
学
に
お
け
る
行
動
主
義
は
、
観
察
で
き
な
い
も
の
に
関
す
る
言
明
を
科
学
か
ら
排
除
す
べ
き
で
あ
る
と

い
う
認
識
論
的
な
立
場
の
帰
結
で
あ
り
、「
行
為
（a

ctio
n

）」
で
は
な
く
「
行
動
（b

eh
a
v
io
r

）」
と
い
う
術
語
が
採
用
さ
れ
る
の
も
、

ま
さ
に
そ
の
た
め
で
あ
る
。
後
年
の
も
の
で
あ
る
が
、
ラ
ザ
ス
フ
ェ
ル
ド
が
行
動
主
義
心
理
学
を
直
接
に
批
判
し
た
論
文
「
行
動
科
学

に
お
け
る
概
念
形
成
と
測
定：

若
干
の
歴
史
的

15
）

観
察
」
で
は
、
観
察
不
可
能
な
も
の
を
排
除
す
る
と
い
う
行
動
主
義
心
理
学
の
方
法
的

な
前
提
は
、
そ
も
そ
も
実
現
不
可
能
で
あ
る
こ
と
が
、
い
く
つ
か
の
事
例
と
と
も
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
行
動
主
義
の
出
発
点
で
あ
る

ウ
ェ
ー
バ
ー

フ
ェ
ヒ
ナ
ー
の
法
則
自
体
が
、「
感
覚
の
強
度
」
と
い
う
仮
想
的
な
概
念
を
用
い
て
い
る
と
い
う
点
で
、
観
察
不
可
能

な
も
の
を
排
除
す
る
と
い
う
前
提
に
反
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
古
典
的
行
動
主
義
か
ら
出
発
し
た
ト
ー
ル
マ
ン
が
、
観
察
不
可
能
な

も
の
を
前
提
す
る
こ
と
な
し
に
は
、
動
物
の
行
動
を
説
明
で
き
な
い
と
い
う
結
論
に
到
達
し
た
事
例
や
、
同
じ
く
古
典
的
行
動
主
義
者

で
あ
っ
た
ハ
ル
が
、
観
察
可
能
な
変
数
の
関
係
を
解
釈
す
る
た
め
に
不
可
欠
の
も
の
と
し
て
、
観
察
不
可
能
な
媒
介
変
数
を
導
入
し
た

事
例
な
ど
に
よ
っ
て
、
行
動
主
義
の
原
理
的
困
難
が
示
さ
れ
て
い
る
と
ラ
ザ
ス
フ
ェ
ル
ド
は
主
張
す
る
。
し
か
し
、
ラ
ザ
ス
フ
ェ
ル
ド
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は
、
当
時
の
心
理
学
の
も
う
一
つ
の
主
要
な
潮
流
で
あ
る
内
観
心
理
学
（in

tro
sp
ectiv

e p
sy
ch
o
lo
g
y

）
の
よ
う
に
、
観
察
不
可
能

な
要
因
に
よ
っ
て
行
為
を
説
明
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
解
釈
が
恣
意
的
に
な
る
こ
と
に
も
批
判
的
で
あ
っ
た
。
ブ
ー
ド
ン
の
言
葉

を
使
え
ば
、
ラ
ザ
ス
フ
ェ
ル
ド
は
行
動
主
義
の
科
学
的
理
念
は
共
有
し
つ
つ
、
行
動
主
義
が
採
用
し
た
手
段
の
み
を
否
定
し
た
の
で

16
）

あ
る
。

他
方
、
ラ
ザ
ス
フ
ェ
ル
ド
が
ウ
ィ
ー
ン
時
代
に
も
う
一
つ
大
き
な
批
判
的
検
討
の
対
象
に
し
た
の
は
、
経
済
学
的
な
分
析
で
あ
る
。

経
済
学
的
な
分
析
は
、
経
済
的
利
害
と
い
う
単
一
の
動
機
か
ら
合
理
的
に
人
間
の
行
動
を
説
明
し
よ
う
と
す
る
が
、
ラ
ザ
ス
フ
ェ
ル
ド

の
考
え
で
は
、
そ
れ
は
人
間
の
行
為
の
動
機
を
あ
ま
り
に
も
単
純
化
し
た
も
の
で
あ
り
、
非
現
実
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
ラ
ザ
ス
フ
ェ

ル
ド
は
、
同
じ
状
況
に
対
し
て
も
複
数
の
反
応
が
あ
り
得
る
こ
と
、
し
た
が
っ
て
、
人
間
の
行
為
の
動
機
は
、
経
済
的
な
利
害
に
還
元

で
き
な
い
こ
と
を
強
調
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
ラ
ザ
ス
フ
ェ
ル
ド
が
こ
う
し
た
知
見
に
到
達
し
た
の
は
、
マ
リ
エ
ン
タ
ー
ル
の
失
業
分

析
を
含
む
実
証
分
析
の
積
み
重
ね
に
よ
っ
て
で

17
）

あ
る
。
単
一
の
因
果
関
係
に
よ
っ
て
、
人
間
の
行
為
が
説
明
で
き
な
い
か
ら
こ
そ
、
回

答
の
類
型
化
に
よ
っ
て
、
諸
特
徴
の
重
な
り
合
い
を
理
解
す
る
こ
と
が
、
経
験
的
な
分
析
に
お
い
て
は
重
要
で
あ
る
の
で
あ
る
。

ラ
ザ
ス
フ
ェ
ル
ド
の
「
行
為
の
経
験
的
分
析
」
は
、
一
方
で
は
、
行
動
主
義
心
理
学
の
よ
う
に
、
観
察
不
可
能
な
要
素
を
人
間
行
為

の
説
明
か
ら
排
除
す
る
の
で
は
な
く
、
人
間
の
行
為
の
心
的
原
因
と
し
て
の
動
機
の
解
明
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
、
そ
れ

を
、
で
き
う
る
限
り
恣
意
性
を
廃
し
た
厳
密
な
手
続
き
で
行
お
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
他
方
で
は
、
経
済
学
的
な
分
析
の
よ
う
に
単

一
な
動
機
に
還
元
す
る
の
で
は
な
く
、
動
機
に
関
す
る
複
数
の
次
元
の
存
在
を
肯
定
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
「
行
為
の
経
験
的
分
析
」
は
、
社
会
現
象
を
個
人
の
行
為
や
信
念
の
集
合
と
見
て
、
そ
の
個
人
の
行
為
や
信
念
を
理
解
す

る
こ
と
が
行
為
の
分
析
で
あ
る
と
考
え
る
、
理
解
社

18
）

会
学
と
呼
ば
れ
る
潮
流
に
非
常
に
近
い
こ
と
を
ブ
ー
ド
ン
は
指
摘
し
て
い
る
。
そ

し
て
、
ア
メ
リ
カ
時
代
に
ラ
ザ
ス
フ
ェ
ル
ド
が
展
開
し
た
「
行
為
の
経
験
的
分
析
」
と
は
、
理
解
社
会
学
を
統
計
的
な
技
法
を
使
っ
て
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精
緻
化
し
た
も
の
で
あ
る
と
ブ
ー
ド
ン
は
考
え
る
の
で
あ
る
。
ブ
ー
ド
ン
は
、「
行
為
の
経
験
的
分
析
」
と
理
解
社
会
学
の
共
通
点
を
、

以
下
の
よ
う
に
列
挙
し
て
い
る
。「
行
為
の
分
析
が
、
あ
ら
ゆ
る
社
会
学
的
分
析
の
決
定
的
な
契
機
で
あ
る
こ
と
、
巨
視
的
な
構
造

（
例
え
ば
相
関
関
係
）
は
、
理
解
可
能
な
個
人
の
行
為
の
産
物
で
あ
る
こ
と
、
行
為
の
分
析
と
は
、
行
為
の
背
後
に
あ
る
理
由
と
動
機

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
こ
と
、
こ
れ
ら
理
由
や
動
機
は
、
適
切
な
比
較
の
手
続
き
と
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
論
的
装
置
に
よ
っ
て
、

現
実
に
は
再
構
成
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
、
利
害
の
考
慮
は
、
理
由
の
あ
る
特
定
の
類
型
を
表
す
も
の
で
し
か
な
い
こ
と
、
行

為
が
こ
の
種
の
理
由
に
よ
っ
て
排
他
的
に
動
機
づ
け
ら
れ
て
い
る
と
い
う
観
念
を
認
め
る
べ
き
で
は
な
い
こ
と
、

19
）

な
ど
」。

こ
の
よ
う
に
し
て
み
る
と
、
理
解
社
会
学
と
「
行
為
の
経
験
的
分
析
」
と
の
親
近
性
は
明
ら
か
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
ウ
ィ
ー
ン

時
代
の
ラ
ザ
ス
フ
ェ
ル
ド
と
、
ア
メ
リ
カ
時
代
の
ラ
ザ
ス
フ
ェ
ル
ド
は
、「
行
為
の
経
験
的
分
析
」
と
い
う
意
味
で
連
続
し
て
い
た
と

理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
ブ
ー
ド
ン
は
主
張
す
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
次
に
フ
レ
ッ
ク
の
議
論
を
検
討
し
て
み
る
こ
と
に

20
）

す
る
。
フ
レ
ッ
ク
は
、
一
九
三
〇
年
代
に
ア
メ
リ
カ
に
亡
命
し
て
き

た
知
識
人
た
ち
と
ラ
ザ
ス
フ
ェ
ル
ド
の
違
い
を
指
摘
し
て
い
る
。
ラ
ザ
ス
フ
ェ
ル
ド
は
、
状
況
に
迫
ら
れ
て
や
む
な
く
亡
命
し
て
き
た

の
で
は
な
く
、
少
な
く
と
も
当
初
は
、
ア
メ
リ
カ
で
の
研
究
の
機
会
を
与
え
ら
れ
た
少
壮
の
研
究
者
と
し
て
ア
メ
リ
カ
に
や
っ
て
き
た

の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
他
の
亡
命
知
識
人
の
多
く
の
よ
う
に
、
専
門
家
と
し
て
の
高
い
認
知
を
得
て
い
た
り
、
そ
の
分
野
の
代
表

的
な
人
物
と
見
な
さ
れ
て
い
た
り
し
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
、
そ
れ
ゆ
え
、
ラ
ザ
ス
フ
ェ
ル
ド
は
、
亡
命
前
の
名
声
で
は
な
く
、
亡
命

後
に
新
た
に
自
ら
の
立
場
を
確
立
し
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
点
を
踏
ま
え
た
上
で
、
ウ
ィ
ー
ン
時
代
と
、
来
米
当

初
の
ラ
ザ
ス
フ
ェ
ル
ド
の
議
論
を
比
較
し
て
い
る
。

フ
レ
ッ
ク
に
よ
れ
ば
、
ウ
ィ
ー
ン
時
代
の
ラ
ザ
ス
フ
ェ
ル
ド
に
と
っ
て
重
要
で
あ
っ
た
の
は
、
オ
ー
ス
ト
ロ
・
マ
ル
ク
ス
主
義
と
の

接
触
で
あ
っ
た
。
ほ
ぼ
一
九
三
〇
年
に
入
る
ま
で
、
ラ
ザ
ス
フ
ェ
ル
ド
の
社
会
認
識
と
理
論
的
な
説
明
を
支
え
て
い
た
の
は
、
緩
い
意
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味
で
の
マ
ル
ク
ス
主
義
で
あ
り
、
そ
の
後
ビ
ュ
ー
ラ
ー
夫
妻
の
心
理
学
の
影
響
を
非
常
に
強
く
受
け
る
形
で
理
論
的
に
は
転
換
し
て
い

く
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
フ
レ
ッ
ク
が
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
は
、
そ
の
後
も
マ
ル
ク
ス
主
義
的
な
社
会
認
識
と
実
践
的
な
問
題
意
識

は
継
続
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
ウ
ィ
ー
ン
時
代
の
ラ
ザ
ス
フ
ェ
ル
ド
を
代
表
す
る
著
作
で
あ
る
『
マ
リ
エ
ン
タ
ー
ル
の
失
業
者
た
ち
』

は
、
一
種
の
ア
ク
シ
ョ
ン
・
リ
サ
ー
チ
で
あ
り
、
単
に
マ
リ
エ
ン
タ
ー
ル
に
お
け
る
失
業
者
の
行
動
を
記
述
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
そ

れ
を
通
じ
て
失
業
が
生
み
出
す
社
会
的
問
題
の
解
決
の
糸
口
を
見
い
だ
す
こ
と
が
そ
の
目
的
で
あ
っ
た
の
で

21
）

あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
ウ

ィ
ー
ン
時
代
の
ラ
ザ
ス
フ
ェ
ル
ド
は
、
マ
ル
ク
ス
主
義
に
影
響
を
受
け
た
強
い
社
会
的
な
関
心
を
背
景
に
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
科
学

的
な
分
析
そ
れ
自
体
が
目
的
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
、
フ
レ
ッ
ク
は
強
調
し
て
い
る
。

フ
レ
ッ
ク
は
、
一
九
三
三
年
に
ア
メ
リ
カ
に
到
着
し
た
直
後
に
準
備
さ
れ
た
二
本
の
論
文
に
着
目
し
て
い
る
。
一
つ
は
、「
な
ぜ
を

問
う
こ
と
の
技
術
」（“T

h
e
 
A
rt
 
o
f
 
A
sk
in
g
 
W
h
y
”

）
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
公
刊
さ
れ
な
か
っ
た
論
文
「
社
会
誌
の
原
理
」

（
“T
h
e P

rin
cip
le o

f

22
）

S
o
cio
g
ra
p
h
y
”

）
で
あ
る
。
前
者
は
、
ウ
ィ
ー
ン
時
代
の
ラ
ザ
ス
フ
ェ
ル
ド
が
従
事
し
た
市
場
調
査
の
方
法

を
記
述
し
た
も
の
で
あ
り
、
後
者
は
、『
マ
リ
エ
ン
タ
ー
ル
』
の
よ
う
な
ア
ク
シ
ョ
ン
・
リ
サ
ー
チ
と
し
て
の
社
会
調
査
を
記
述
し
た

も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
フ
レ
ッ
ク
は
、
前
者
が
そ
の
後
の
ラ
ザ
ス
フ
ェ
ル
ド
の
経
歴
を
形
作
っ
て
い
く
の
に
対
し
て
、
後
者
の
側
面

は
こ
れ
以
降
忘
れ
去
ら
れ
て
い
く
こ
と
を
指
摘
し
て
、
ア
メ
リ
カ
時
代
の
ラ
ザ
ス
フ
ェ
ル
ド
に
お
け
る
大
き
な
転
換
を
指
摘
す
る
の
で

あ
る
。

ラ
ザ
ス
フ
ェ
ル
ド
の
社
会
科
学
観
は
、
ア
メ
リ
カ
亡
命
に
前
後
し
て
大
き
く
変
容
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ブ
ー
ド
ン
の
議
論
は
、
ラ

ザ
ス
フ
ェ
ル
ド
の
関
心
の
連
続
性
を
指
摘
し
て
い
る
が
、
ブ
ー
ド
ン
自
身
が
認
め
て
い
る
よ
う
に
、
ラ
ザ
ス
フ
ェ
ル
ド
自
身
が
自
ら
の

研
究
を
ウ
ェ
ー
バ
ー
や
ジ
ン
メ
ル
と
同
じ
方
向
の
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
た
こ
と
は

23
）

な
い
。
ル
・
プ
レ
を
は
じ
め
と
す
る
経
験
的
社
会

分
析
の
歴
史
に
強
い
関
心
を
持
っ
て
い
た
ラ
ザ
ス
フ
ェ
ル
ド
が
、
自
分
自
身
の
理
論
的
枠
組
み
に
つ
い
て
、
よ
り
適
切
な
歴
史
上
の
系
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譜
に
位
置
づ
け
る
こ
と
を
怠
っ
た
理
由
を
説
得
的
に
説
明
す
る
こ
と
は
、
か
な
り
難
し
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
他
方
、
フ
レ
ッ
ク
の
分

析
は
、
ウ
ィ
ー
ン
時
代
の
ラ
ザ
ス
フ
ェ
ル
ド
の
社
会
的
な
関
心
を
き
わ
め
て
強
調
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
な
ぜ
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
社

会
誌
的
な
分
析
方
法
が
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
と
ラ
ザ
ス
フ
ェ
ル
ド
が
判
断
し
た
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
、
十
分
説
得
的
な
説
明
が
な

さ
れ
て
い
な
い
。
フ
レ
ッ
ク
は
、
こ
の
問
題
に
亡
命
知
識
人
の
ア
メ
リ
カ
へ
の
適
応
と
い
う
意
味
づ
け
を
与
え
た
い
よ
う
に
思
わ
れ
る

が
、
そ
の
た
め
の
分
析
は
十
分
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ

24
）

れ
る
。

し
か
し
、
ブ
ー
ド
ン
の
見
解
と
フ
レ
ッ
ク
の
見
解
は
、
必
ず
し
も
矛
盾
す
る
も
の
で
は
な
い
。
ウ
ィ
ー
ン
時
代
の
ラ
ザ
ス
フ
ェ
ル
ド

に
関
し
て
は
、
ま
だ
不
明
な
点
が
残
さ
れ
て
い
る
の
で
、
必
ず
し
も
即
断
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
フ
レ
ッ
ク
が
い
う
よ
う
に
ラ
ザ

ス
フ
ェ
ル
ド
が
、
社
会
誌
と
い
う
形
で
直
接
的
な
形
で
実
践
的
問
題
に
対
処
す
る
こ
と
を
放
棄
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
れ
は
ラ
ザ
ス

フ
ェ
ル
ド
が
実
践
的
な
関
心
を
失
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
な
い
。
む
し
ろ
、「
行
為
の
経
験
的
分
析
」
に
よ
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
社

会
的
現
象
の
潜
在
的
構
造
が
明
ら
か
に
な
る
こ
と
の
持
つ
実
践
的
意
味
は
大
き
い
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
上
述
し
た
よ
う
に
、
ア

メ
リ
カ
時
代
の
ラ
ザ
ス
フ
ェ
ル
ド
が
「
社
会
科
学
の
利
用
」
と
い
う
と
き
に
念
頭
に
置
い
て
い
る
の
は
、
社
会
科
学
的
な
知
識
を
そ
の

ま
ま
実
践
に
移
す
こ
と
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
そ
う
し
た
社
会
科
学
的
な
知
識
に
よ
っ
て
、
常
識
的
な
理
解
に
対
し
て
疑
念
を
差
し
挟

ん
だ
り
、
そ
の
不
当
性
が
明
ら
か
に
な
る
こ
と
で
あ
る
。
ラ
ザ
ス
フ
ェ
ル
ド
が
持
っ
て
い
た
社
会
的
実
践
へ
の
関
心
は
、
よ
り
学
問
的

に
洗
練
さ
れ
た
形
で
保
持
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
、
理
論
的
に
も
実
践
的
に
も
ウ
ィ
ー
ン
時
代

と
ア
メ
リ
カ
時
代
は
連
続
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
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４

ア
メ
リ
カ
社
会
科
学
と
ラ
ザ
ス
フ
ェ
ル
ド

こ
う
し
た
ラ
ザ
ス
フ
ェ
ル
ド
の
方
法
は
、
二
重
の
意
味
で
当
時
の
ア
メ
リ
カ
社
会
科
学
に
と
っ
て
は
異
質
な
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
ず

一
つ
は
、
そ
の
分
析
対
象
の
相
違
で
あ
る
。
確
か
に
、
経
験
的
社
会
科
学
は
、
ア
メ
リ
カ
に
も
存
在
し
て
い
た
し
、
一
九
二
〇
年
代
の

シ
カ
ゴ
学
派
の
よ
う
に
、
き
わ
め
て
詳
細
な
分
析
を
行
う
も
の
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
分
析
の
対
象
は
、
も
っ
ぱ
ら
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
で
あ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
状
況
を
記
述
す
る
こ
と
に
焦
点
が
置
か
れ
て
い
た
の
で

25
）

あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
ラ
ザ
ス
フ

ェ
ル
ド
が
分
析
の
対
象
と
し
た
の
は
、
個
人
の
行
為
の
原
因
と
し
て
の
心
理
的
な
決
定
過
程
で
あ
り
、
数
量
的
な
方
法
を
用
い
つ
つ
ラ

ザ
ス
フ
ェ
ル
ド
か
最
終
的
に
た
ど
り
着
こ
う
と
し
た
の
は
、
あ
く
ま
で
も
個
々
の
人
間
の
行
為
の
分
析
で
あ
っ
た
。
次
に
、
複
雑
な
行

為
を
決
定
し
て
い
る
要
因
の
確
定
に
そ
の
焦
点
を
置
く
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
の
ア
メ
リ
カ
社
会
学
の
分
析
の
多
く
が
、
記
述
に
焦

点
を
置
く
も
の
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
ラ
ザ
ス
フ
ェ
ル
ド
の
分
析
は
社
会
的
行
為
の
「
原
因
」
に
焦
点
を
当
て
、
そ
れ
を
適
切
に
類

型
化
す
る
こ
と
を
試
み
て
い
る
の
で

26
）

あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
ラ
ザ
ス
フ
ェ
ル
ド
の
調
査
に
お
い
て
も
「
い
か
に
」
と
い
う
部
分
が
重
要
視

さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
一
つ
の
行
為
を
い
く
つ
か
の
行
為
の
連
続
す
る
「
プ
ロ
セ
ス
」
に
分
解
す
る
こ
と
で
、

原
因
を
明
確
に
す
る
た
め
で
あ
り
、
記
述
そ
の
も
の
が
目
的
で
は
決
し
て
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
分
析
対
象
の
異
質
性
を
正
当
化
す
べ
く
、
ラ
ザ
ス
フ
ェ
ル
ド
は
社
会
調
査
の
歴
史
に
関
す
る
多
数
の
モ
ノ
グ
ラ
フ
を
執
筆

し
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
ウ
ェ
ー
バ
ー
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
、
ジ
ン
メ
ル
と
い
っ
た
古
典
的
な
社
会
学
者
に
よ
る
行
為
理
論
と
、
ケ
テ
レ

や
ル
・
プ
レ
な
ど
に
よ
る
行
為
の
数
量
的
な
分
析
が
よ
り
あ
わ
さ
れ
て
、
一
つ
の
社
会
学
的
理
論
が
構
築
さ
れ
る
の
で

27
）

あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
経
験
的
社
会
調
査
を
方
法
の
主
軸
に
据
え
る
ラ
ザ
ス
フ
ェ
ル
ド
に
と
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
社
会
学
は
、
き
わ
め
て
不
満
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足
な
も
の
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
一
九
五
〇
年
代
に
書
か
れ
た
、
マ
ク
ロ
社
会
学
を
論
じ
た
小
論
に
お
い
て
、
ラ
ザ
ス
フ
ェ
ル
ド
は
、

同
時
代
の
社
会
学
的
研
究
の
多
く
が
社
会
分
析
の
記
述
的
伝
統
の
中
に
埋
没
し
て
し
ま
っ
て
お
り
、
明
確
で
検
証
可
能
な
仮
説
を
提
起

し
て
い
な
い
こ
と
を
厳
し
く
批
判
し
て
い
る
。
ラ
ザ
ス
フ
ェ
ル
ド
に
よ
れ
ば
、
同
時
代
の
ア
メ
リ
カ
社
会
学
に
は
、
二
つ
の
要
素
が
存

在
し
て
い
る
。
一
つ
は
、
ラ
ザ
ス
フ
ェ
ル
ド
が
「
社
会
分
析
」
と
呼
ぶ
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
せ
い
ぜ
い
の
と
こ
ろ
文
学
的
な
価
値
し

か
持
っ
て
い

28
）

な
い
。
他
方
、
社
会
学
的
「
理
論
」
呼
ば
れ
る
も
の
が
あ
る
こ
と
を
認
め
て
い
た
が
、
し
か
し
ラ
ザ
ス
フ
ェ
ル
ド
自
身

は
、
こ
の
意
味
で
の
理
論
に
さ
ほ
ど
重
要
性
を
認
め
て
い
な
か
っ
た
。
ラ
ザ
ス
フ
ェ
ル
ド
に
と
っ
て
理
論
の
モ
デ
ル
と
な
る
べ
き
も
の

は
、
自
然
科
学
に
お
け
る
そ
れ
で
あ
り
、
パ
ー
ソ
ン
ズ
の
よ
う
な
一
般
理
論
で
は
な
か

29
）

っ
た
。
ラ
ザ
ス
フ
ェ
ル
ド
が
マ
ー
ト
ン
の
「
中

範
囲
の
理
論
」
に
対
し
て
支
持
を
与
え
続
け
た
の
も
、
こ
う
し
た
彼
の
理
論
観
に
由
来
し
て
い
る
。

ラ
ザ
ス
フ
ェ
ル
ド
の
社
会
学
と
は
一
体
何
で
あ
っ
た
の
か
、
と
い
う
問
い
に
、
も
う
一
度
立
ち
戻
る
こ
と
で
本
稿
を
閉
じ
る
こ
と
に

し
た
い
。
ラ
ザ
ス
フ
ェ
ル
ド
の
社
会
学
の
背
景
を
な
し
て
い
る
も
の
は
、
三
つ
の
要
素
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
第
一
に
、

厳
密
な
科
学
的
方
法
へ
の
指
向
で
あ
り
、
第
二
に
人
間
の
行
為
を
分
析
す
る
行
為
理
論
の
視
点
で
あ
り
、
第
三
に
そ
う
し
た
人
間
の
行

為
を
解
明
す
る
に
あ
た
っ
て
必
要
な
社
会
的
な
諸
要
素
を
す
べ
て
考
慮
に
入
れ
る
と
い
う
意
味
で
、
総
合
的
社
会
科
学
の
視
座
で
あ

る
。
ラ
ザ
ス
フ
ェ
ル
ド
の
社
会
学
は
、
古
典
的
な
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
社
会
学
の
伝
統
を
汲
む
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
、
そ
の
支
流
で
あ
る
ア

メ
リ
カ
の
一
九
二
〇
年
代
の
社
会
科
学
と
も
き
わ
め
て
近
接
し
て
お
り
、
ア
メ
リ
カ
社
会
科
学
の
文
脈
の
中
で
は
、
一
九
三
〇
年
代
に

お
け
る
総
合
的
社
会
科
学
と
数
量
的
統
計
的
分
析
と
の
架
橋
あ
る
い
は
総
合
と
し
て
の
意
味
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
意
味
で
、

ラ
ザ
ス
フ
ェ
ル
ド
の
社
会
学
が
、
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
、
大
き
な
影
響
力
を
持
っ
た
こ
と
は
、
ア
メ
リ
カ
社
会
科

学
の
文
脈
の
中
か
ら
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

他
方
、
い
く
つ
か
の
問
題
も
残
さ
れ
て
い
る
。
興
味
深
い
こ
と
に
、
ラ
ザ
ス
フ
ェ
ル
ド
は
、
同
時
代
の
ア
メ
リ
カ
社
会
学
の
主
役
の
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一
人
で
あ
る
タ
ル
コ
ッ
ト
・
パ
ー
ソ
ン
ズ
に
関
し
て
、
ほ
と
ん
ど
言
及
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、
行
為
理
論
に
対
す
る
着
目
、
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
の
古
典
的
社
会
学
の
収
斂
傾
向
の
指
摘
、
経
済
学
的
・
功
利
主
義
的
社
会
理
論
に
対
す
る
批
判
的
視
点
、
行
動
主
義
心
理
学
に
対

す
る
批
判
な
ど
、
多
く
の
点
で
こ
の
両
者
に
は
共
通
す
る
点
が
あ
る
。
な
ぜ
ラ
ザ
ス
フ
ェ
ル
ド
は
、
パ
ー
ソ
ン
ズ
の
理
論
に
十
分
な
理

解
を
示
さ
な
か
っ
た
の
か
、
と
い
う
点
を
解
明
す
る
こ
と
は
、
一
九
五
〇
年
代
の
ア
メ
リ
カ
社
会
科
学
の
動
向
を
考
え
る
上
で
、
き
わ

め
て
興
味
深
い
。

第
二
に
、
ラ
ザ
ス
フ
ェ
ル
ド
の
科
学
観
そ
の
も
の
の
問
題
が
あ
る
。
本
稿
で
は
触
れ
な
か
っ
た
が
、
ラ
ザ
ス
フ
ェ
ル
ド
の
ウ
ィ
ー
ン

時
代
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
ウ
ィ
ー
ン
の
哲
学
的
台
頭
期
で
あ
り
、
後
に
ウ
ィ
ー
ン
学
団
と
し
て
知
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
多
く
の
哲

学
者
た
ち
が
、
ラ
ザ
ス
フ
ェ
ル
ド
の
同
時
代
人
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ラ
ザ
ス
フ
ェ
ル
ド
自
身
は
、
ウ
ィ
ー
ン
の
実
証
主
義
者

に
つ
い
て
は
あ
ま
り
語
る
こ
と
が
な
い
。
ブ
ー
ド
ン
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
マ
ッ
ハ
の
影
響
が
見
ら
れ
る
と
し
て
も
、
ラ
ザ
ス
フ
ェ
ル

ド
の
科
学
観
の
哲
学
的
背
景
に
つ
い
て
は
、
い
ま
だ
十
分
な
解
明
が
な
さ
れ
て
い

30
）

な
い
。
ラ
ザ
ス
フ
ェ
ル
ド
の
現
代
社
会
科
学
に
お
け

る
位
置
づ
け
を
考
え
る
場
合
に
は
、
こ
の
点
も
重
要
で
あ
ろ
う
。

第
三
に
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
社
会
学
の
問
題
が
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
の
社
会
科
学
は
、
一
九
三
〇
年
代
に
な
る
と
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
オ
グ
バ

ー
ン
に
代
表
さ
れ
る
厳
格
な
実
証
主
義
と
、
シ
カ
ゴ
学
派
に
代
表
す
る
素
朴
な
経
験
主
義
の
両
者
に
対
す
る
批
判
的
な
態
度
が
表
面
化

し
つ
つ
あ
り
、
そ
の
両
者
と
伝
統
的
な
ア
メ
リ
カ
の
総
合
的
社
会
科
学
と
の
総
合
を
求
め
る
努
力
が
行
わ
れ
て
い
た
。
タ
ル
コ
ッ
ト
・

パ
ー
ソ
ン
ズ
の
処
女
作
で
あ
る
『
社
会
的
行
為
の
構
造
』（T

h
e S
tru
ctu
res of S

ocial A
ction

）
は
、
そ
う
し
た
一
九
三
〇
年
代
に

お
け
る
ア
メ
リ
カ
社
会
学
の
動
向
を
も
っ
と
も
端
的
に
表
し
て
い
る
。
同
時
代
の
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
に
お
い
て
も
、
同
様
の
傾
向
を
看

取
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
当
時
の
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
の
社
会
学
部
の
中
心
は
、
ウ
ェ
ー
バ
ー
や
ジ
ン
メ
ル
な
ど
の
理
論
を
摂
取
し
た

『
社
会
』
な
ど
で
知
ら
れ
る
ロ
バ
ー
ト
・
マ
ッ
キ
ー
バ
ー
と
、
社
会
誌
的
な
分
析
を
得
意
と
し
『
ミ
ド
ル
タ
ウ
ン
』
研
究
で
知
ら
れ
る
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ロ
バ
ー
ト
・
リ
ン
ド
と
い
う
二
人
の
対
極
的
な
社
会
学
者
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
両
者
が
後
継
者
を
選
ぶ
際
に
、
リ
ン
ド

は
ラ
ザ
ス
フ
ェ
ル
ド
を
、
マ
ッ
キ
ー
バ
ー
は
す
で
に
優
れ
た
理
論
家
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
マ
ー
ト
ン
を
選
ん
だ
の
で
あ
る
。
そ
し

て
、
ラ
ザ
ス
フ
ェ
ル
ド
と
マ
ー
ト
ン
は
、
応
用
社
会
調
査
研
究
所
を
舞
台
に
「
あ
り
得
そ
う
も
な
い
協
調
（im

p
ro
b
a
b
le
 
co
lla
b
o
-

ra
tio
n

）」
と
マ
ー
ト
ン
自
身
が
呼

31
）

ん
だ
緊
密
な
共
同
研
究
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
上
記
の
よ
う
な
ア
メ
リ
カ
社
会
科
学
の

動
向
と
照
ら
し
て
、
マ
ー
ト
ン
と
ラ
ザ
ス
フ
ェ
ル
ド
の
共
同
作
業
を
可
能
に
し
た
要
素
は
一
体
何
で
あ
っ
た
の
か
は
、
改
め
て
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
ラ
ザ
ス
フ
ェ
ル
ド
の
重
要
な
貢
献
で
あ
る
新
た
な
社
会
調
査
の
組
織
の
持
つ
意
味
は
、
そ
う
し

た
ラ
ザ
ス
フ
ェ
ル
ド
の
社
会
科
学
観
と
の
関
係
で
、
考
え
る
必
要
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
が
、
次
稿
の
課
題
で
あ
る
。

１
）

重
要
な
社
会
科
学
者
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ラ
ザ
ス
フ
ェ
ル
ド
の
研
究
は
、
数
え
る
ほ
ど
し
か
存
在
し
て
い
な
い
。
し
か
も
、
本
格
的
な
研
究

と
い
え
る
も
の
は
、
管
見
の
限
り
皆
無
で
あ
る
。
ラ
ザ
ス
フ
ェ
ル
ド
の
生
涯
お
よ
び
業
績
に
つ
い
て
の
比
較
的
ま
と
ま
っ
た
研
究
と
し
て
は
、

R
a
y
m
o
n
d B

o
u
d
o
n
,
“In

tro
d
u
ctio

n
”,
in id

.
(ed

. )
P
au
l F

.
L
azarsF

eld
 
O
n
 
S
ocial R

esearch an
d
 
Its L

an
gu
age

,
C
h
ica
g
o U

n
iv
ersity

 
P
ress,

1993,
p
p
. 1-29

が
あ
る
。
ま
た
、
個
人
的
な
回
想
を
含
め
た
ラ
ザ
ス
フ
ェ
ル
ド
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
文
書
を
集
成
し
た
も
の
と
し
て
、Ja

c-

q
u
es L

a
u
tm
a
n et B

ern
a
rd
-P
ierre L

ecu
y
er
(d
ir. ),

P
au
l L

azarsfeld
(1
9
0
1
-1
9
7
6
)
:
L
a sociologie d

e V
ien
n
e a

N
ew
 
Y
ork

,E
d
itio

n
s

 
L
’H
a
rm
a
tta
n
,
1998

が
あ
る
。
ラ
ザ
ス
フ
ェ
ル
ド
の
著
作
に
関
し
て
は
、B

o
u
d
o
n
,
op.

cit.

巻
末
所
収
の“T

h
e W

ritin
g
s o

f P
a
u
l F

.L
a
za
rs-

feld
”

が
網
羅
的
で
あ
る
。

２
）

以
下
の
記
述
は
、B

o
u
d
o
n
,
“In

tro
d
u
ctio

n
”

お
よ
びL

a
u
tm
a
n et L

ecu
y
er,

“P
resen

ta
tio
n
”,
in id

.
P
au
l L

azarsfeld
(1
9
0
1
-1
9
7
6
),

p
p
. 9-19

に
依
拠
し
て
い
る
。

３
）

ラ
ザ
ス
フ
ェ
ル
ド
家
の
人
的
な
交
流
に
つ
い
て
は
、
十
分
な
研
究
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。
ラ
ザ
ス
フ
ェ
ル
ド
自
身
が
語
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
別
に
す

れ
ば
、
さ
ま
ざ
ま
な
資
料
か
ら
断
片
的
に
推
測
さ
れ
る
だ
け
で
あ
る
。
心
理
学
者
の
ア
ル
フ
レ
ー
ド
・
ア
ド
ラ
ー
と
は
、
か
な
り
親
密
な
交
流
が
あ
り
、

ラ
ザ
ス
フ
ェ
ル
ド
の
行
為
論
に
も
影
響
を
与
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
社
会
主
義
の
代
表
的
な
人
物
で
あ
る
オ
ッ
ト
ー
・
バ
ウ

ア
ー
と
も
近
し
い
関
係
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
他
、
ほ
ぼ
同
年
代
で
あ
っ
た
オ
ス
カ
ー
・
モ
ル
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
と
は
お
そ
ら
く
ウ
ィ
ー
ン
時
代
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か
ら
交
流
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
ウ
ィ
ー
ン
学
団
に
属
す
る
哲
学
者
の
中
で
は
、
オ
ッ
ト
ー
・
ノ
イ
ラ
ー
ト
と
ル
ド
ル
フ
・
カ
ル
ナ
ッ
プ

と
は
面
識
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
ウ
ィ
ー
ン
時
代
の
ラ
ザ
ス
フ
ェ
ル
ド
に
つ
い
て
は
、C
h
ristia

n
 
F
leck

,
“T
h
e
 
ch
o
ice

 
b
etw

een
 
m
a
rk
et

 
resea

rch a
n
d so

cio
g
ra
p
h
y
,
o
r W

h
a
t h
a
p
p
en
ed to L

a
za
rsfed

l in th
e U

n
ited S

ta
tes?”,

in L
a
u
tm
a
n et L

ecu
y
er,

P
au
l L

azarsfeld

(1
9
0
1
-1
9
7
6
),
p
p
. 83-119

、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
社
会
主
義
者
と
の
交
流
に
つ
い
て
は
、“D

isco
u
rses o

n so
ciety in

«R
ed V

ien
n
a
»
:
S
o
m
e co

n
-

tex
ts o

f th
e ea

rly P
a
u
l F
.L
a
za
rsfeld

”,
in L

a
u
tm
a
n et L

ecu
y
er,

P
au
l L

azarsfeld
(1
9
0
1
-1
9
7
6
),
p
p
. 33-48

が
比
較
的
詳
し
い
。

４
）

P
a
u
l L
a
za
rsfeld

,
“A
n E

p
iso
d
e in th

e H
isto

ry o
f so

cia
l R

esea
rch

:
A
 
M
em
o
ir”,

in P
erspectives in

 
A
m
erican

 
H
istory

,
N
o
.

2,
p
p
. 270-337

を
参
照
。

５
）

そ
れ
ぞ
れ
、
主
要
な
も
の
と
し
て
は
、L

a
u
tm
a
n et L

ecu
y
er,

“P
resen

ta
tio
n
”,
in id

.
P
a
u
l L
a
za
rsfeld

(1901-1976),
p
p
. 9-19

な
ど
が

あ
げ
ら
れ
る
。

６
）

Ja
m
es S

.C
o
lem

a
n
,
“In

tro
d
u
ctio

n
”,
in P

a
tricia L

.K
en
d
a
ll
(ed

. ),
T
h
e V

aried
 
S
ociology of P

au
l F

.
L
azarsfeld

,
C
o
lu
m
b
ia

 
U
n
iv
ersity P

ress,
1982.

７
）

B
o
u
d
o
n
,
“In

tro
d
u
ctio

n
”,
op.

cit.

な
お
、
以
下
の
記
述
は
、
基
本
的
に
こ
の
論
文
に
基
づ
い
て
い
る
。

８
）

“P
ro
b
lem

s in M
eth

o
d
o
lo
g
y
”,
in R

o
b
ert K

.M
erto

n
,
L
eo
n
a
rd B

ro
o
m
 
a
n
d L

eo
n
a
rd S

.C
o
ttrell

(ed
s. )

S
ociology

 
T
od
ay

:

P
roblem

s an
d
 
P
rospects

,
B
a
sic B

o
o
k
s,
1959,

p
p
. 39-78.

９
）

も
ち
ろ
ん
、
研
究
を
代
表
す
る
役
職
も
あ
る
し
、
著
書
を
出
版
す
る
場
合
に
は
編
者
も
置
か
れ
る
。
し
か
し
、
対
等
な
研
究
者
の
共
同
研
究
で
あ
る

場
合
、
い
ず
れ
か
の
研
究
者
の
関
心
に
し
た
が
っ
て
、
全
体
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
は
、
非
常
に
困
難
で
あ
っ
た
し
、
研
究
者
自
身
も
消
極
的
で
あ

っ
た
。
筆
者
は
、
別
稿
で
一
九
二
八
年
の
大
統
領
特
別
委
員
会
に
お
け
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
欠
如
を
分
析
し
た
こ
と
が
あ
る
。
拙
稿
、「
社
会
科
学
的

知
識
の
実
践
性
を
め
ぐ
っ
て－

社
会
動
向
に
関
す
る
大
統
領
特
別
委
員
会
」
と
一
九
二
〇
年
代
の
社
会
科
学
」、『
國
學
院
法
学
』、
第
四
八
巻
第
四
号
、

一
〜
一
七
ペ
ー
ジ
参
照
。

10
）

こ
の
点
に
つ
い
て
の
詳
細
な
分
析
は
、
別
稿
を
期
し
た
い
。

11
）

亡
命
知
識
人
と
ア
メ
リ
カ
社
会
学
を
め
ぐ
る
問
題
に
関
し
て
は
、
矢
澤
修
次
郎
、『
ア
メ
リ
カ
知
識
人
の
思
想－

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
社
会
学
者
の
群

像
』、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
六
年
を
ま
ず
あ
げ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
触
れ
て
い
る
よ
う
に
、
ラ
ザ
ス
フ
ェ
ル
ド
を
通
常
の
意
味

の
亡
命
知
識
人
と
し
て
扱
う
こ
と
は
、
や
や
無
理
が
あ
る
。
な
お
、
亡
命
知
識
人
が
ア
メ
リ
カ
に
与
え
た
影
響
全
般
に
関
し
て
は
、
ル
イ
ス
・
Ａ
・
コ
ー
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ザ
ー
（
荒
川
幾
男
訳
）、「
亡
命
知
識
人
と
ア
メ
リ
カ－

そ
の
影
響
と
経
験
」、
岩
波
書
店
、
一
九
八
八
を
参
照
。

12
）

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、F

leck
,
“T
h
e ch

o
ice”,

op.
cit.

を
参
照
。

13
）

ブ
ー
ド
ン
の
見
解
に
つ
い
て
は
、B

o
u
d
o
n
,
“In

tro
d
u
ctio

n
”,
op.

cit.

お
よ
びB

o
u
d
o
n
,
“L
’«a
n
a
ly
se em

p
iriq

u
e d
o l’a

ctio
n
»
d
e L

a
za
rs-

feld et la tra
d
itio

n d
e la so

cio
lo
g
ie co

m
p
reh

en
siv
e”,

in L
a
u
tm
a
n et L

ecu
y
er,

P
au
l L

azarsfeld
(1
9
0
1
-1
9
7
6
),
p
p
. 364-382.

14
）

P
a
u
l L
a
za
rsfeld

,
“S
o
m
e H

isto
rica

l N
o
te o

n E
m
p
irica

l S
tu
d
y o

f A
ctio

n
”,
B
A
S
R
.

15
）

“C
o
n
cep

t F
o
rm
a
tio
n a

n
d M

ea
su
rem

en
t in th

e B
eh
a
v
io
ra
l S

cien
ces

:
S
o
m
e H

isto
rica

l O
b
serv

a
tio
n
s”,

in
 
G
o
rd
o
n
 
J.D

i
 

R
en
zo

(ed
. ),
C
on
cepts,

T
h
eory an

d
 
E
xplan

ation
s in

 
th
e B

eh
avioral S

cien
ces
,
1966.

16
）

B
o
u
d
o
n
,
“In

tro
d
u
ctio

n
”,
op.

cit.,
p
p
. 8.

17
）

ブ
ー
ド
ン
は
、
ア
ド
ラ
ー
に
よ
っ
て
、
心
理
学
的
な
知
識
を
得
て
い
た
こ
と
も
、
こ
う
し
た
見
解
に
影
響
し
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。Ibid

.,
p
p
. 8.

18
）

こ
こ
で
「
理
解
社
会
学
」
と
ブ
ー
ド
ン
が
呼
ん
で
い
る
の
は
、
ウ
ェ
ー
バ
ー
や
ジ
ン
メ
ル
に
よ
っ
て
展
開
さ
れ
た
議
論
で
あ
る
が
、
そ
の
中
核
を
ブ

ー
ド
ン
は
次
の
よ
う
に
整
理
し
て
い
る
。「
⑴
社
会
現
象
は
、
個
人
の
行
為
の
産
物
で
あ
り
、
集
合
的
行
為
や
集
合
的
信
念
は
、
個
人
の
行
為
や
信
念
の

集
合
で
あ
る
。
⑵
行
為
は
理
解
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
行
為
の
行
為
者
に
と
っ
て
の
意
味
、
い
い
か
え
れ
ば
、
行
為
者
が
自
ら
の
行
動
を

是
と
す
る
理
由
が
、
理
解
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。」Ibid

.,
p
. 8.

19
）

Ibid
.,
p
. 8.

20
）

フ
レ
ッ
ク
の
見
解
に
つ
い
て
は
、F

leck
,
“T
h
e ch

o
ice”,

op.
cit.

を
参
照
。

21
）

フ
レ
ッ
ク
は
、
こ
の
点
を
ラ
ザ
ス
フ
ェ
ル
ド
や
当
時
の
共
同
研
究
者
か
ら
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
よ
っ
て
論
証
し
て
お
り
、
そ
の
限
り
に
お
い
て
は
説

得
力
が
あ
る
。

22
）

し
た
が
っ
て
、
こ
の
解
釈
に
し
た
が
え
ば
、『
マ
リ
エ
ン
タ
ー
ル
の
失
業
者
た
ち
』
の
副
題
に
含
ま
れ
る
「
社
会
誌
（so

cio
g
ra
p
h
y

）」
と
い
う
言

葉
に
は
、
特
別
の
意
味
、
す
な
わ
ち
問
題
の
記
述
だ
け
で
な
く
、
そ
の
解
決
も
視
野
に
入
れ
た
分
析
と
い
う
意
味
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

23
）

B
o
u
d
o
n
,
“In

tro
d
u
ctio

n
”,
op.

cit.,
p
p
. 8.

24
）

F
leck

,
“T
h
e ch

o
ice”,

op.
cit.

こ
の
辺
り
の
フ
レ
ッ
ク
の
記
述
は
あ
ま
り
に
性
急
で
あ
っ
て
、
十
分
な
論
証
が
な
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
が
た

い
。

25
）

B
o
u
d
o
n
,
“In

tro
d
u
ctio

n
”,
op.

cit.,
p
p
. 8.

21 行為の経験的分析と社会調査 ( 田真司)



26
）

B
o
u
d
o
n
,
“In

tro
d
u
ctio

n
”,
op.

cit.,
p
p
. 8.

27
）

例
え
ば
、B

o
u
d
o
n
,
“In

tro
d
u
ctio

n
”,
op.

cit.,
p
p
. 8.

な
ど
が
そ
の
代
表
的
な
も
の
で
あ
ろ
う
。

28
）

そ
の
代
表
格
が
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
Ｗ
・
ミ
ル
ズ
で
あ
る
。

29
）

後
述
す
る
よ
う
に
、
パ
ー
ソ
ン
ズ
に
関
し
て
ラ
ザ
ス
フ
ェ
ル
ド
が
直
接
語
っ
た
も
の
は
、
存
在
し
て
い
な
い
。
ラ
ザ
ス
フ
ェ
ル
ド
の
理
論
観
に
つ
い

て
は
、B

o
u
d
o
n
,
“In

tro
d
u
ctio

n
”,
op.

cit.,
p
p
. 8.

を
参
照
。

30
）

マ
ッ
ハ
の
経
験
主
義
の
影
響
を
ど
の
程
度
見
積
も
る
か
は
、
ウ
ィ
ー
ン
時
代
の
ラ
ザ
ス
フ
ェ
ル
ド
の
理
解
に
と
っ
て
は
、
重
要
で
あ
る
。

31
）

マ
ー
ト
ン
か
ら
見
た
ラ
ザ
ス
フ
ェ
ル
ド
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、R

o
b
ert K

.M
erto

n
,
“W

o
rk
in
g
 
w
ith
 
L
a
za
rsfeld

:
N
o
tes a

n
d
 
co
n
-

tex
ts”,

in L
a
u
tm
a
n et L

ecu
y
er,

P
au
l L

azarsfeld
(1
9
0
1
-1
9
7
6
),
p
p
. 163-212.

応
用
社
会
調
査
研
究
所
に
お
け
る
研
究
に
つ
い
て
は
、T

erry
 

N
.C
la
rk

(et a
l. ),

“P
a
u
l L
a
za
rsfeld a

n
d th

e C
o
lu
m
b
ia S

o
cio
lo
g
y m

a
ch
in
e”,

in ib
id
.,
p
p
. 289-360.

を
、
そ
れ
ぞ
れ
参
照
。

本
研
究
は
、
科
学
研
究
費
補
助
金
・
基
盤
研
究
C
「
ラ
ザ
ス
フ
ェ
ル
ド
と
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
ア
メ
リ
カ
社
会
科
学
」（
課
題
番
号
二
三
五
三
〇
一
六

三
）
の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。）
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